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コミュニティ・スクール
の機能の充実と岐阜
市型小中一貫教育の
推進

希望あふれる未来を
自ら拓く力を育むため
の教育課程の編成

学校名　岐阜市立長良東小学校

教育環境と学校財務
環境の整備及び効果
的な活用

災害、事故、感染症、
生徒指導事案等に対
する安全性の確保

あたたかさと働きがい
にあふれる学校づくり

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

・「自ら求め みがきあって高まる 学習の
創造」に重点を置いて教育活動を計画
する。
・自分や他者の命を尊重する教育を、
特別活動や道徳の授業、いじめを見逃
さない日等の授業で推進する。振り返り
を交流し、対話を重ねる中で、「生命の
尊厳」への自覚と理解を深める。

・子どもの考えを拾ったり、立場を明らかに
させて考えを進めたりする授業を仕組むこと
で、自らの学習状況を改善し、主体的に学
習に取り組む児童が増えてきた。
・「命を大切にすること」について考えたこと
を家庭で保護者に伝え、話し合う活動を仕
組むことで、学校と家庭の双方向から考え
を深めることができた。

・以前は教師が話をすると、一斉に「パッ」と視
線が教師に集まるような感じだった。今は自由
に色々なところから意見がさっと出てくる。活動
でも、図書館に行って調べ物をする子もいれ
ば、タブレット端末を用いて投影を行う子もい
て、様々な様相が表れていてよい。
・書くことで定着につながる。タブレット端末の
効果的な使い方について考えていくとよい。

・学校行事として全校児童が自治会
の防災訓練に参加し、地域の防災体
制について学ぶとともに、地域の一
員としてできることについて体験を通
して考える。
・不登校傾向の児童について、保護
者や関係機関と連携し、個に応じた
学び方や学びの場を考えていく。

・保護者や地域と協同して、校舎、教
室の環境整備を行い、生活しやすい
環境を整える。
・毎月の安全点検だけでなく、日頃か
ら安全に対する意識を高め、校舎の
老朽化に伴う危険個所を早期に把握
し、安全な環境を整える。

・日曜日に地域で行われる防災訓練に全校
で参加したり、長良川水域で行われる訓練
に親子で参加したりした。地域の一員とし
て、災害時に自分たちにできることについて
考える機会にするとともに、体験を通して動
き方を学ぶことができた。
・学校で抱えるのではなく、関係機関と連携
しながら子どもの居場所をつくることができ
た。

・学校ボランティアの協力を得ながら、空き
教室や体育館２階の整理整頓、子どもが活
動する場所の整備を行うことができた。
・毎月の安全点検をもとに校内の環境整備
に努め、安全な環境を整えることができた。
校内で対応できそうことは校務員に依頼し
たり職員で対応したりして、早期に改善する
ことができた。

・地域の学校として、地域や保護者と
連携した教育の充実を図る。（防災教
育、読み聞かせ、クラブ活動）
・中学校区の学校と「生徒会サミット」
を実施し、共通認識のもとでいじめ防
止に取り組む。地域の学校（長良特
別支援学校、長良高校等）とも交流を
深める。

・今年度、新規に学校ボランティアを立ち上
げた。清掃や読み聞かせボランティア、各種
行事等に積極的に参加していただけた。
（登録人数は８８人）
・「生徒会サミット」で、いじめ防止の取組に
ついて異年齢で交流することで、「生命の尊
厳」への自覚と理解を深める姿につながっ
た。

・「読み聞かせボランティア」に参加している
地域の意見として、子どもが集中していて長
良東小学校では活動しやすいとの声があ
がっている。読み聞かせの感想を聞いた
が、子どもたちが的確な感想を話していて
驚いた。
・ボランティアに参加させてもらったが、子ど
もたちと触れ合えるきっかけになってよかっ
た。

・人的リソースを有効に活用していく。学校
だけではなく、保護者、地域の力を借りなが
ら、子どもの学習環境を整備していく。教室
等の施設面に留まらず、子どもの心を豊か
にする教育活動も充実させていく。
・いじめ未然防止研修の内容、そこで挙がっ
た問題点等を中学校区の学校で共有するこ
とで、同じ思いでいじめ防止に取り組むよう
にする。

・ＩＣＴ（ロイロノート、Teams、スマート
連絡帳など）を効果的に活用し、児童
と向き合う時間を確保する。
・職員で情報を共有し、組織で対応す
る風通しのよい職員集団になるよう、
日頃から互いに声をかけ合うことを大
切にする。

・学習の予定をTeamsに配信したり、宿題を
デジタルを活用して配信したりすることによ
り、教師の事務作業が軽減され、一人一人
の子どもに向き合う時間が増えてきた。
・校長室の扉がいつでも開いていることに表
れているように、何でも相談できる環境が
整ってきた。職員が休みの時も「お互い様」
の心で助け合い、気持ちよく働くことができ
た。

・教師も子どもたちに笑顔で向き合ってい
る。普通、授業をしなくてはいけないというこ
とが頭にあり、難しい表情を浮かべがちであ
るが、長良東小学校の教師はそうではなく、
子ども目線で発信している。
・教科専門の先生に教えてもらえることで、
子どもたちがのめりこんで授業に参加して
いることは長所だと感じる。

Ａ

・地域と学校とで防災訓練を行うことに大き
な意味がある。
・防災訓練を単独の行事として行うのでは
なく、日々の学習とつなげたり、家庭と連携
したりすることが大切である。
・かがやき学級の子どもたちは落ち着いて
学んでいた。通常学級とも色々な形で交流
できていた。今後も続けていけるとよい。

・本の貸し出し冊数が多い。本に触れる指
導をしてもらっている。ＰＴＡが本の寄贈を
行ってくれているが、新しい本にも興味を
もっていてよい。
・旗当番で交差点に立っていると、元気にあ
いさつしてくる子どもたちが多くいるのは、普
段からの習慣が身についているからだと思
う。

・ＩＣＴを活用したり日課や授業時数を見直し
たりすることで、勤務時間内に事務作業が
進むようにし、心身ともに健康な状態で子ど
もと向き合うことができるようにする。
・教職員も温かい関係の中でやりがいをもっ
て働くことができるよう、ミドルリーダーを育
て、若手の職員に寄り添いながら共に育つ
「共育」を進めていく。

・総合的な学習の時間を中心に、子どもの
防災に関する意識を高めていく。また、ＰＴＡ
とも協力しながら家庭との連携を模索してい
く。
・引き続き、保護者や関係機関と連携しなが
ら、不登校（及び不登校傾向）の児童が安
心して過ごすことができる居場所づくりに努
める。

・学校ボランティアの協力を得ながら、環境
を整備していく。必要のないものは計画的に
廃棄しながら、心理的に安心できるスペー
スを増やしていく。
・開校５０年が過ぎ、施設が老朽化してい
る。財政的な面で市への協力を依頼すると
ともに、職員、校務員等で整備できるところ
は自力で整備していく。

・コーディネーターとしての教師の立ち回り
の在り方や、児童の思考を促す発問の在り
方等を検討していく。児童の学習状況を如
何に把握するか、個に応じてどう支援する
かを明らかにしていく。
・タブレット端末のよりよい使い方を発信して
いく。具体的には授業での活用方法、家庭
学習での有効な使い方などが考えられる。

https://gifu-city.schoolcms.net/nagarahigashi-e/#

